
出
題
の
ね
ら
い
・

採
点
講
評

■出題のねらい
　有理関数の微分および積分について，基本的な知識を問いました。

■採点講評
　（１）　よくできていました。
　（２）　よくできていましたが， f '（ x ）の極限を求める誤答がありました。
　（３）　グラフについて，（２）の結果をうまく利用できていない解答がありました。
　（４）　不定積分の計算ミスや，f（ x ）を偶関数だと勘違いするミスが見受けられました。

■出題のねらい
　三角関数の３次関数について，基本的な知識と計算力を問いました。

■採点講評
　（１），（２）　よくできていました。
　（３）　概ねできていましたが，三角関数の合成の計算が間違っている人が見受けられま

した。

■出題のねらい
　絶対値を含む２次関数について，基本計算，最小値，直線との交点，定積分を問いま
した。

■採点講評
　（１）　よくできていました。
　（２）　多くの人が正答できていましたが， x を残した式を解答しているものが複数あり

ました。問題文をよく読み，要求に対して正確に答えるようにしてください。
　（３）　多くの人が正答にたどりついていました。一方で，g'（１）=３から a ，b の式を

導出する際にミスをし，減点対象となった解答が散見されました。原始関数や積分
について操作の意味を理解したうえで，十分な練習を積んでください。

　（４）　絶対値に関する場合分けによって，積分区間，符号，式変形などを正確に行うこ
とが重要です。正答にたどりついた人は多くいましたが，計算ミス，転記ミスに
よって減点対象となった人も多かったです。落ち着いて導出し，確認を怠らないよ
うにしましょう。

■出題のねらい
　指数関数を含む関数の微分積分について問いました。

■採点講評
　（１）　よくできていましたが， e‒2xの微分を－2xe ‒2xとする誤答が見受けられました。
　（２）　（１）を正答した人は，概ねよくできていました。 e ‒2x＝０から x ＝０とした誤

答が少数ですがありました。
　（３）　よくできていました。
　（４）　 g（ t ）の式を正しく書けている人が少なかったです。少し複雑ですが落ち着い

て考えましょう。
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■出題のねらい
　ばね・自由落下・衝突といったさまざまな力学の要素を問う問題です。衝突前後で各
種条件が一変しますが，そこで混乱せずに，保存されるものは何かを適切に理解する必
要があります。初期条件によってシナリオが変わる未来を予測する要素を取り入れまし
た。

■採点講評
　基本的な問題と発展問題を出題しました。 問１，２，空所 ア  ， イ  ， ウ  およ
び問３，４，５は，基本的な問題のため，全体的によくできていました。ただ，座標軸の
向き（符号のつけかた）の誤りが目立ちました。また，問４は，力学的エネルギー保存
の法則の式を間違えて解答しているものが多く見受けられました。運動量保存則とエネ
ルギー保存則は，一見似たような法則ですので，成り立つ条件などを整理しておいてく
ださい。
　一方，発展的な問題については，あまり正答率は高くありませんでした。ただし，こ
れらの問題は，決して難しい問題ではありません。空所 エ  は，その直前の空所 
 ア  ， イ  ， ウ  を用いてエネルギー保存則から求められます。ただし，式のかた
ち自体はやや複雑なため，慎重に確認する必要があります。空所 オ  は，考え方，解
き方は空所 エ  とほぼ同じですが，基準点とそれに対する向き（符号）を落ち着いて
考えないと間違えてしまいます。空所 オ  に空所 エ  と同じ解答を書いた人が多かっ
たですが不正答です。問６は，出題者の予想に反して高い正答率でした。問７は，方程
式を立てるだけなので，少し変わった問題に感じたかもしれません。初速のある自由落
下の運動の式と与えられた単振動の式をイコールでつなげる容易な問題でしたが，座標
軸の向き（符号）の間違いが多く見受けられました。

Ⅰ ■出題のねらい
　金属の抵抗と抵抗率の関係式を手掛かりに，金属内で自由電子が電界（電場）から力
を受けて運動し，電流となって流れる時の抵抗と抵抗率の関係の基本的な理解，また，
ブリッジ回路内の抵抗として金属材料を使用した時の抵抗値と電流についての理解を問
いました。

■採点講評
　前半部分の自由電子の運動の空所 ア  ～ カ  の問題は，空所 ア  の間違いが多か
ったため，続いて関係する問題の出来がよくありませんでした。全般的に後半部分の電
気回路の空所 キ  ～ ケ  の問題は，よくできていました。
　空所 ア  の電場の強さでは，単位として［V/m］を与えています。その意味を考えて
注意深く解答すれば空所 イ  ， ウ  は比較的容易に解答できます。自由電子の運動か
らオームの法則を導く空所 エ  ～ カ  のうち，電流の大きさを求める空所 エ  の正
答率は比較的高かったです。空所 ウ  が不正答だった者は，その影響で空所 オ  ， 
 カ  を的確に解答することが難しかったようです。基本的な物理の概念をしっかり身
に付け，金属中の自由電子の運動と流れる電流の関係を具体的にイメージしながら論理
的に思考することが肝要です。後半部分の電気回路の問題では，空所 ク  のRxに流れ
る電流の正答率がよくありませんでした。ブリッジ回路において検流計の指示値が０に
なる条件を考えれば，並列回路として取り扱うことができます。電気回路の基本的な問
題ですので，教科書で知識をしっかり理解しておいてください。
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■出題のねらい
　熱力学に関する基本的項目（大気圧，状態方程式，仕事，熱力学の第一法則など）を
正確に理解しているかを問いました。また，状態変化を直感的に理解しているかも試し
ました。

■採点講評
　１），２）は，状態方程式と圧力に関する基本的かつ頻出の問題です。２）と同様の
問題は，過年度は正答率があまり高くありませんでしたが，2016年度入試では，ほとん
どの受験者が正答していました。そのため，この辺りで間違えた受験者は全体的に得点
が伸びませんでした。シリンダーを逆さまにして，同じ問題を問う８）も正答率が高
かったです。
　３）からは，定圧変化の問題です。名称の問題は，よくできていました。４），５），
６）の問題は，状態方程式や熱力学の第１法則を用いた具体的な計算で，どの法則や公
式を用いればよいかがわかれば容易に解くことができます。５）が難しかったようです。
また，単原子分子理想気体では，　 となる値をaとして一般的に扱ったので，これに惑

わされた人もいました。勝手に　 を代入している受験者も見受けられました。

　７）～ 11）は，シリンダーを逆さまにする状態変化ですが，定性的な問題も出題し
ました。９）の三択問題は，正答率が高かったです。具体的な計算を問う10）は，正答
率が約30％でした。基本的に５）と同じ問題ですが，問い方が変わるとわからなくなっ
てしまう傾向がありました。11）は，きちんと計算すればピストンを大気圧で支えきれ
なくなることがわかります。しかし，直感的にピストンが止まらずに落ちていくことも
理解してほしかったです。
　12）は，理由も併せて問う三択問題です。三択問題の正答率は，約15％でした。定圧
変化で与えた熱量が同じなら温度変化は等しくなりますが，気づかなかった人が多かっ
たようです。理由を問う問題は，４），５），６）の計算を用いればすぐに解答できます。
残念ながら正答率は，５％未満でした。
　全体として基本的な問題ですが，予想よりも点数が伸びませんでした。状態変化は熱
力学で重要な部分です。直感的な理解，論理的な思考と計算を身に付けて，基本事項か
らしっかりと学習するようにしてください。

Ⅲ

■出題のねらい
　不飽和炭化水素の名称，性質，反応などに関する基本的な知識を問いました。

■採点講評
全体的に，出来の良し悪しの差が非常に大きかったです。

　（１）不飽和炭化水素という解答が見受けられましたが，二重結合をもつアルケンも含
まれますので解答として適切ではありません。（２）炭素数２の炭化水素の名称です。基
本問題ですので正確に覚えてください。（４）分子の構造に関する問題です。メタン，エ
チレン，アセチレンなど単純な化合物の構造は整理して覚えてください。（５）正答率が低
い問題でした。酸化カルシウム（CaO）が生成する反応式を解答したものが多数見受けら
れましたが，水中で起こる反応ですので不適切です。少し難しいですが，正確に覚えてく
ださい。（６）ビニルアルコールからアセトアルデヒドへと異性化する化学反応を問う問
題です。重要な化学的性質ですので，しっかりと理解しておいてください。（８）未知の
化合物を完全燃焼させた後，生成する二酸化炭素および水から炭化水素の分子式を導き出
し，さらにその化合物に水素化させた水素の物質量を定量する問題です。元素分析に関連
する基本的な問題でしたが，正答率は高くありませんでした。

Ⅰ

■出題のねらい
　熱化学方程式，ヘスの法則，結合エネルギー等の高校化学の基本的な内容です。入試
問題の定番であり，本学の入試問題でも頻出です。

■採点講評
　（１），（２）の正答率は高かったです。（３）メタンの燃焼熱を求める問題は，ほとん
どの人が正答していました。解答の中には，値を暗記していたため，正答できたと思わ
れる解答もありましたが，暗記に頼る勉強だけでは，大学での学習に対応することが難
しいです。（４）の問題は，CO2発生量を抑制することの考えを問いました。（５）黒鉛
と水蒸気から水素ガスと一酸化炭素が生じる熱化学方程式は，固体，液体，気体の状態
を示す基本も忘れずに解答してください。（６）固体から気体への変化“昇華”は，漢
字も含めて正しく理解してください。（７）ヨウ化水素の生成熱では，プラスマイナス
逆の解答がいくつかありました。吸熱反応であることに注意して解答してください。

（８）H-Iの結合エネルギーは，HI（気）からＨ（気）+Ｉ（気），つまり原子になるための熱
量を考慮して考える必要があります。（９）活性化状態を経由して化学反応は進行する
ので，出発物質の化学結合を切断するのに必要なエネルギーを必要としません。このこ
とを決められた文字数で正確に記述できるようにしてください。ここで出てきた反応熱
や結合エネルギーは，大学で学ぶ化学では，エンタルピーという新たな名前で化学反応
の進む方向を決定する大事な指標となります。

Ⅱ
■出題のねらい

　原子の電子配置を題材に，化学に関する基本的な用語や知識が正しく理解できている
かどうか問いました。

■採点講評
　（１），（２）はよくできていました。原子番号20までの元素については，名称，元素
記号および電子配置をしっかり記憶し理解してください。なお、元素記号を斜体（斜め
の文字）ではなく立体（真っ直ぐの文字）で書くように注意してください。また，金属
元素と非金属元素の性質の違いについても理解してください。（３）～（５）は，比較的
誤答が多かったです。電気陰性度，イオン化エネルギーおよび電子親和力の定義とそれ
ぞれの違いについて十分に理解できていない受験者が見受けられました。（６）の過塩
素酸の塩素の酸化数については，誤答が非常に多かった問題です。おそらく過塩素酸の
化学式が書けなかったためではないかと思います。いろいろな化合物の名前と化学式を
覚えるように心掛けてください。（７）の酸素の電子式の記述には誤答が多数見受けら
れました。共有電子対，非共有電子対，単結合あるいは二重結合についてそれぞれの違
いを理解してください。（８）の記述問題は最も正答率が低かったです。ポイントは，
原子番号が大きくなるに従い，陽子の数（正電荷）が増加し，電子が原子核に強く引き
つけられる点です。このことを正確に記述できている解答は，非常に少なかったです。

（９）のイオンの電子配置は，非常によくできていました。
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